
じゃがいも
きゅうり
ハム
甘酢漬け玉葱
塩・胡椒
マヨネーズ

①玉ねぎを薄切りし、甘酢に漬ける

②じゃがいもは茹でて半マッシュにする

③きゅうり、ハムは細切りにする

④材料すべて混ぜ合わせ、味をととのえ完成

簡単お手頃を心がけました！
� 甘酢玉ねぎで後味さっぱり

しほろじゃがいもまつり（９月15日道の駅ピア21しほろにて開催）

しほろポテサラグランプリ！しほろポテサラグランプリ！
甘酢玉ねぎのさっぱりポテサラ甘酢玉ねぎのさっぱりポテサラ
応募者からのメッセージ

材料・レシピ

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
が

皆
様
に
と
っ
て
ご
健
康
で
輝
か
し
い
年
に
な
る
こ
と
を
ご

祈
念
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
巳
年
で
あ
る
今
年
の
十
干
は
乙（
き
の
と
）で
、

草
木
が
し
な
や
か
に
伸
び
る
様
子
や
横
へ
と
広
が
っ
て
い

く
意
味
を
持
つ
と
の
こ
と
で
す
。

　
ま
た
巳
は
、
神
様
の
使
い
と
し
て
大
切
に
さ
れ
て
き
た

動
物
で
、
脱
皮
を
繰
り
返
す
こ
と
か
ら
不
老
不
死
の
シ
ン

ボ
ル
と
も
さ
れ
る
こ
と
か
ら
乙
巳（
き
の
と
み
）の
年
は
、「
再

生
や
変
化
を
繰
り
返
し
な
が
ら
柔
軟
に
発
展
し
て
い
く
」年

に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
２
年
前
の
編
集
後
記
を
見
返
す
と
コ
ロ
ナ
禍
の
終
息
を

願
う
ば
か
り
と
い
っ
た
内
容
で
し
た
が
、
矢
継
ぎ
早
に
新

た
な
ニ
ュ
ー
ス
が
社
会
を
席
捲
し
、
今
と
な
れ
ば
コ
ロ
ナ

禍
も
昔
の
こ
と
の
よ
う
に
思
え
る
ほ
ど
社
会
は
目
ま
ぐ
る

し
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
激
し
く
移
り
変
わ

る
時
代
に
取
り
残
さ
れ
ぬ
よ
う
、
今
年
の
干
支
の
如
く
私

自
身
変
化
を
繰
り
返
し
て
成
長
出
来
る
一
年
に
な
る
よ
う

邁
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
本
年
に
つ
き
ま
し
て
も
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
日
々
の
業
務
に
あ
た
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、

変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

（
S
）
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今
月
号
の
表
紙
は
、
11

月
26
日
に
開
催
さ
れ
た
清

遊
会
の
様
子
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
６
年

ぶ
り
の
実
開
催
と
な
り
ま

し
た
が
、
当
日
は
多
数
の

方
に
参
加
を
頂
き
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

た
く
さ
ん
の
方
に
ご
協
力

い
た
だ
き
掲
載
し
き
れ
な

い
ほ
ど
の
皆
様
の
笑
顔
を

撮
影
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
に
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

篠原会長　12月の動静
12/２（月）	 農協理事会（WEB）
12/３（火）	 北海道澱粉工業協会役員会・総会
12/４（水）	 基本農政対策委員会（東京）
12/５（木）	 全中理事会（東京）
12/６（金）	 ジェネティクス北海道理事会

	 海外出張（ベトナム）

12/20（金）	 北海道農協政治連盟 東野ひでき北海
道後援会合同役員会、北海道農協基
本農政対策本部委員会、中央会理事会、
JAカレッジ評議員・理事合同会議、ホ
クレン理事会、農協観光取締役会（WEB）

12/23（月）	 農協理事会（WEB）
12/26（木）	 北農五連定例記者会見

12/８（日）
 ～14（土）

JA
士
幌
町

のH
Pもチェック！

No.636

1月・2月
合併号ＪＡ士

幌町と組合員がつくる情報誌

2 	組合長新年挨拶／役員紹介
4 	会長新年挨拶／役員紹介
6 	農協運営協力委員長会会長新年挨拶
7 	女性部部長新年挨拶／青年部部長新年挨拶
8 	干支組合員紹介
10 	中央会会長年頭挨拶
11 	清遊会

12 	女性部版　お楽しみ会／
	 女性部版　フレミズ冬期交流会
13 	青年部版　組織学習会／
	 JA北海道大会
14 	アスポお知らせ／今月の運勢
15 	クロスワードパズル
16 	おすすめレシピ／篠原会長の動静／編集後記
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本
年
も

 

宜
し
く
お
願
い

　

 

申
し
上
げ
ま
す
。

　 

令
和
七
年
　
元
旦

農
協
運
営
協
力
委
員
会

中

士

幌

地

区

森
本
　
悦
淑

士

幌

南

地

区

浅
野
　
昌
由

士

幌

北

地

区

赤
間
　
博
之

佐

倉

地

区

多
田
　
政
重

上

居

辺

地

区

塩
谷
　
　
力

下

居

辺

地

区

大
塚
　
　
亨

中

音

更

地

区

加
藤
　
和
宏

新

田

地

区

鈴
木
　
秀
樹

西

上

地

区

東
井
　
尚
輝

畑
作
専
門
委
員
会

委

員

長

矢
野
　
一
美

副

委

員

長

鎌
田
　
知
昇

委

員

浅
野

　
昌
由

〃

塩
谷

　
　
力

〃

髙
橋

　
裕
幸

〃

大
野

　
勝
教

〃

橋
原

　
　
健

〃

河
田

　
浩
美

〃

河
村

　
容
敬

〃

三
本
　
伸
二

代
表
理
事
組
合
長

國
井

　
浩
樹

専

務

理

事

富
田

　
博
文

常

務

理

事

久
保

　
武
美

会

長

理

事

篠
原

　
末
治

理
事
総
務
委
員
長

西
部

　
真
樹

理
事
生
産
委
員
長

佐
藤

　
孝
司

理
事
業
務
委
員
長

亀
村

　
敏
雄

理

事

曽
我

　
　
透

〃

藤
井

　
淳
一

〃

長
瀬

　
岳
彦

〃

久
保
田
裕
一

〃

二
川

　
寿
幸

〃

宇
佐
見
豊
文

〃

髙
橋

　
晶
広

〃

千
葉

　
公
一

〃

棚
橋

　
伸
泰

代

表

監

事

加
藤

　
　
智

常

勤

監

事

西
田

　
康
一

監

事

岡
田

　
智
明

〃

篠
原

　
貴
幸

〃

永
井

　
武
志

新
年
の
ご
挨
拶

代
表
理
事
組
合
長
　
國　

井　

浩　

樹

士
幌
町
農
業
協
同
組
合

　

令
和
７
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん

で
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
女
性

部
、
青
年
部
、
ご
家
族
皆
さ
ん
が
お

揃
い
で
穏
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
に

な
ら
れ
た
こ
と
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。

旧
年
中
は
農
協
運
営
並
び
に
そ
れ
ぞ

れ
の
事
業
に
対
し
、
格
別
の
ご
理
解

と
ご
協
力
賜
り
心
よ
り
感
謝
と
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

世
界
的
な
異
常
気
象
と
自
然
災
害

の
激
甚
化
、
国
境
や
資
源
を
巡
る
紛

争
頻
発
、
円
安
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
含
め
た
あ
ら
ゆ
る
生
産
資
材
価
格

高
騰
の
長
期
化
、
国
内
・
ア
ジ
ア
・

欧
米
の
至
る
所
で
政
局
も
不
安
定
化

し
て
お
り
、
こ
れ
ら
社
会
・
経
済
情

勢
が
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
お
り

ま
す
。
更
に
は
Ｊ
Ｒ
な
ど
の
イ
ン
フ

ラ
も
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
老
朽
化
に
よ

る
綻
び
が
発
生
し
て
い
る
中
で
、
働

き
方
改
革
な
ど
の
制
度
変
更
や
少
子

高
齢
化
で
深
刻
化
す
る
労
働
力
不
足

が
拍
車
を
か
け「
２
０
２
４
物
流
問
題
」

と
呼
ば
れ
た
課
題
が
顕
在
化
し
、
金

融
や
自
動
車
を
は
じ
め
各
業
界
で
不

植
・
直
播
と
も
に
収
量
・
糖
分
は
昨

年
実
績
を
大
き
く
上
回
る
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

　

酪
農
関
係
で
は
、
全
道
で
は
目
標

数
量
を
下
回
る
状
況
が
続
い
て
お
り

ま
す
が
、
本
町
で
は
生
産
者
各
位
の

夏
場
の
暑
熱
対
策
な
ど
に
よ
り
11
月

末
現
在
で
計
画
対
比
１
０
３
・
７
％

と
順
調
に
推
移
し
て
お
り
ま
す
。
生

産
費
上
昇
を
補
う
た
め
に
４
度
の
乳

価
改
定
が
実
施
さ
れ
、
生
産
者
所
得

は
一
定
程
度
の
改
善
が
図
ら
れ
ま
し

た
が
、
全
国
的
に
個
体
販
売
が
極
め

て
低
調
と
な
っ
て
お
り
、
酪
農
経
営

は
依
然
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
肉
牛
関
係
で
は
、「
し
ほ
ろ
牛
」

は
円
安
に
よ
り
競
合
す
る
輸
入
牛
肉

高
騰
に
よ
り
安
定
的
に
流
通
し
て
お

り
ま
す
が
、
長
引
く
輸
入
飼
料
の
高

騰
下
で
、
配
合
飼
料
価
格
補
填
金
・

肉
用
牛
マ
ル
緊
制
度
が
あ
る
も
の
の

厳
し
い
経
営
状
況
が
続
い
て
お
り
、

系
統
と
連
携
し
飼
養
管
理
改
善
や
経

営
相
談
、
販
売
促
進
に
努
め
て
お
り

ま
す
。

　

農
協
事
業
の
関
係
で
は
、
本
年
の

事
業
計
画
の
着
実
な
実
践
に
努
め
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
感
染
症
法

上
の
５
類
に
移
行
さ
れ
、
６
年
ぶ
り

と
な
る
清
遊
会
や
農
業
関
係
リ
ー
ダ
ー

海
外
農
業
研
修
視
察
を
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
付
加
価

値
事
業
の
持
続
的
発
展
に
向
け
た
生

産
基
盤
整
備
を
図
る
た
め
、
食
品
工

場
新
コ
ロ
ッ
ケ
工
場
を
補
助
事
業
を

活
用
し
て
建
設
着
工
し
て
お
り
ま
す
。

本
年
２
月
に
は
導
入
か
ら
５
年
が
経

過
す
る
組
合
員
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

祥
事
例
や
闇
バ
イ
ト
な
ど
の
事
件
が

報
道
さ
れ
て
お
り
、
農
業
・
農
村
や

我
々
を
巡
っ
て
大
き
な
環
境
変
化
が

生
じ
て
い
る
状
況
で
す
。

　

国
内
農
政
で
は
、
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
法
が
25
年
ぶ
り
に
改
正
さ

れ
食
料
安
全
保
障
が
基
本
理
念
と
し

て
位
置
付
け
ら
れ
、
基
本
計
画
の
策

定
検
討
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
中
で
３
年
毎
に
開
催
さ
れ

る
第
31
回
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
で
は
、「
力

強
い
農
業
」と「
豊
か
な
魅
力
あ
る
地

域
社
会
」～
ひ
と
を
育
み
、
ひ
と
と

歩
む
～
と
し
た
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
が
採

択
さ
れ
、
食
料
安
全
保
障
の
強
化
と

農
業
所
得
の
確
保
、
農
業
分
野
に
お

け
る
環
境
負
荷
低
減
、
人
材
確
保
へ

の
対
応
な
ど
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海

道
が
一
丸
と
な
っ
て
実
践
す
べ
き
事

項
が
大
会
決
議
さ
れ
、
特
に
農
家
所

得
確
保
に
向
け
た
農
畜
産
物
の
適
正

な
価
格
形
成
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り

ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
本
町
畑
作
は
、
土

壌
凍
結
が
比
較
的
浅
い
年
と
な
り
例

年
よ
り
早
い
春
作
業
の
開
始
と
な
り

（
タ
ブ
レ
ッ
ト
）端
末
を
更
新
す
る
予

定
で
、
ア
ス
ポ
店
の
Ｐ
Ｏ
Ｓ
レ
ジ
改

修
に
つ
い
て
は
以
前
よ
り
ご
要
望
を

受
け
て
お
り
ま
し
た
購
買
優
待
カ
ー

ド
の
ア
ス
ポ
カ
ー
ド
へ
の
機
能
統
合

と
あ
わ
せ
て
４
月
１
日
の
移
行
に
向

け
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
、
農
協
事
業
全
般
で

広
汎
な
業
務
に
利
用
し
て
い
る
基
幹

系
シ
ス
テ
ム（
オ
フ
ィ
ス
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
）の
メ
ー
カ
ー
製
造
が
終
了
と

な
り
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
２
０
２
８

年（
令
和
10
年
度
）に
契
約
終
了
す
る

見
込
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
新
シ
ス
テ

ム
へ
の
移
行
・
再
構
築
が
必
須
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
昨
年
よ
り
全
部
署
横

断
の
中
長
期
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち

上
げ
検
討
を
開
始
し
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
の「
士
幌
イ
ズ
ム
」を
し
っ
か
り

と
承
継
し
つ
つ
、
組
合
業
務
プ
ロ
セ

ス
の
再
構
築
、
省
人
省
力
化
に
つ
な

げ
る
効
率
化
や
労
働
生
産
性
の
向
上

な
ど
、
更
な
る
Ｄ
Ｘ
の
推
進
を
図
る

機
会
と
捉
え
、
将
来
に
向
け
て
の
組

合
員
サ
ー
ビ
ス
最
大
化
を
図
る
べ
く

検
討
し
て
参
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
農
民
の
代

表
を
国
政
に
送
る
べ
く
、
東
野
ひ
で

き
氏（
Ｊ
Ａ
道
北
な
よ
ろ
会
長
理
事
、

ホ
ク
レ
ン
代
表
監
事
、
全
国
農
業
者

農
政
運
動
組
織
連
盟
顧
問
）を
、
本

年
７
月
に
行
わ
れ
る
参
議
院
選
挙
の

組
織
内
候
補
と
し
て
決
定
し
ま
し
た
。

北
海
道
の
代
表
と
し
て
支
援
の
輪
を

広
げ
て
い
く
た
め
に「
な
か
ま
づ
く

り
運
動
」等
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

ま
し
た
。
畑
作
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る

小
麦
は
、
出
穂
期
頃
の
曇
天
・
低
温

に
よ
り
出
穂
が
揃
わ
ず
開
花
が
遅
れ

ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
好
天
で
生
育

が
進
み
、
史
上
最
早
の
７
月
16
日
か

ら
開
始
さ
れ
た
収
穫
作
業
が
一
気
に

進
み
、
全
量
１
等
Ａ
ラ
ン
ク
品
質
で

か
つ
高
反
収
、
高
歩
留
と
な
り
ま
し

た
。
馬
鈴
し
ょ
は
、
植
え
付
け
後
の

低
温
・
日
照
不
足
に
よ
り
萌
芽
の
バ

ラ
つ
き
が
多
い
状
況
で
総
体
的
に
着

粒
数
が
少
な
く
、
収
量
は
平
年
を
大

き
く
上
回
り
ま
し
た
が
、
降
水
量
の

地
帯
間
差
が
反
収
、
品
質
に
大
き
く

影
響
を
与
え
ま
し
た
。
豆
類
で
は
、

金
時
類
は
小
粒
傾
向
と
な
り
生
育
後

半
の
天
候
等
に
よ
り
着
色
不
良
等
が

発
生
し
ま
し
た
。
小
豆
は
成
熟
度
の

差
が
大
き
く
過
熟
粒
や
腐
敗
粒
も
散

見
さ
れ
ま
し
た
が
収
量
は
平
年
を
上

回
り
ま
し
た
。
大
豆
は
順
調
に
生
育

が
進
み
収
穫
も
例
年
に
な
く
作
業
が

進
み
収
量
は
平
年
を
大
き
く
上
回
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。
て
ん
菜
で
は
、

昨
年
多
発
し
た
褐
斑
病
に
つ
い
て
早

期
・
適
期
防
除
の
徹
底
に
よ
り
、
移

願
い
致
し
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
は
、
基
本
方
針
を「
進

化
と
承
継
」、
基
本
目
標
を「
い
つ
の

時
代
も
新
た
な
農
業
を
切
り
拓
く
」

と
掲
げ
た
第
12
次
中
期
３
ヶ
年
計
画

の
最
終
年
度
を
迎
え
ま
す
。
本
年
、

士
幌
町
や
本
町
農
業
の
あ
ら
ゆ
る
関

係
機
関
・
団
体
で
構
成
す
る「
士
幌

町
農
業
振
興
対
策
本
部
」主
催
で「
し

ほ
ろ
農
業
塾
」（
仮
称
）の
開
講
に
向

け
て
準
備
を
進
め
、
こ
れ
ま
で
夢
あ

る
理
想
郷
・
農
村
ユ
ー
ト
ピ
ア
に
向

け
て
の
先
人
先
達
の
思
い
や
歩
み（
し

ほ
ろ
イ
ズ
ム
）を
し
っ
か
り
と
承
継

す
べ
く
関
係
機
関
や
先
輩
農
業
者
か

ら
知
識
･
技
能
を
研
修
・
学
び
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
通
じ
、
い
つ
の

時
代
も
時
代
の
そ
の
先
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
続
け
る
、
た
ゆ
ま
ぬ
研
究
創
意

を
し
な
が
ら
進
化
し
続
け
る
農
業
担

い
手
人
材
を
育
む
場
と
し
て
、
ス
タ
ー

ト
す
る
計
画
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

不
安
定
化
す
る
国
際
情
勢
を
は
じ

め
と
し
て
未
だ
見
ぬ
リ
ス
ク
へ
の
備

え
を
含
め
て
堅
実
第
一
主
義
を
基
本

に
歩
み
を
進
め
て
参
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
様
、
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
今
年
も
組
合
員
と
ご
家

族
皆
々
様
の
ご
多
幸
を
願
い
な
が
ら
、

合
わ
せ
て
皆
様
の
努
力
が
報
わ
れ
る

一
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
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青
年
部

部

長

藤
内
　
智
也

副

部

長

香
川
　
勇
人

書

記

長

山
内
　
良
介

理

事

会

長

岡
本
　
健
吾

理

事

木
幡
　
桂
輔

〃

横
山
　
健
太

〃

野
口
　
　
迅

〃

渡
部
　
嵩
史

〃

北
村
　
啓
太

〃

樋
口
　
直
人

〃

三
島
　
寛
久

監

事

渡
邊
　
覚
士

参

事

髙
橋
　
弘
行

〃

川
　
恵
介

内
部
監
査
室
長

清
水

　
長
武

管

理

部

長

平
林

　
路
博

信

用

部

長

山
﨑

　
崇
之

購

買

部

長

富
田

　
房
芳

農

工

部

長

尾
関

　
博
幸

農

産

部

長

仲
野
　
貴
之

畜

産

部

長

吉
川

　
晴
美

畜
産
専
門
委
員
会

委

員

長

東
井

　
尚
輝

副

委

員

長

宇
佐
見
庸
夫

委

員

鈴
木

　
秀
樹

〃

寺
町

　
雅
人

〃

桑
原

　
寛
晃

〃

竹
腰

　
一
淳

〃

鎌
田

　
佳
尚

〃

奥
秋

　
和
博

〃

市
田

　
卓
志

女
性
部

部

長

吉
田
こ
ず
恵

副

部

長

牧
野
み
ゆ
き

〃

久
保
田
美
穂

書

記

山
下

　
郁
子

会

計

髙
田

　
理
絵

監

事

高
橋
美
樹
子

〃

長
田
ひ
と
み

委

員

桑
原

　
理
会

〃

長
谷
川
ゆ
か
り

　

令
和
７
年
の
新
た
な
希
望
に

満
ち
た
新
春
を
、
組
合
員
の
皆

様
を
は
じ
め
女
性
部
、
青
年
部
、

ご
家
族
の
皆
さ
ん
お
揃
い
で
穏

や
か
に
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ

と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

元
旦
に
発
生
し
ま
し
た
石
川
県

能
登
半
島
沖
地
震
に
始
ま
り
、

全
国
各
地
で
大
雨
や
台
風
な
ど

に
よ
る
激
甚
災
害
に
指
定
さ
れ

る
県
が
あ
り
多
く
の
地
域
で
自

然
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
一
年
だ
っ

た
か
と
思
い
ま
す
。
今
も
復
旧

作
業
、
避
難
生
活
が
続
い
て
い

る
地
域
も
あ
り
一
日
も
早
く
日

常
生
活
を
取
り
戻
せ
る
こ
と
を

願
う
ば
か
り
で
す
。
北
海
道
に

お
い
て
も
夏
季
の
大
雨
に
よ
り

被
害
を
受
け
た
方
も
お
ら
れ
ま

域
と
と
も
に
食
と
農
を
支
え
る

協
同
の
力
」が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

生
産
者
と
の
対
話
を
基
に
し
た

運
営
や
地
域
住
民
と
の
接
点
、

関
係
を
築
く
Ｊ
Ａ
の
原
点
に
立

ち
返
り
再
認
識
を
し
、
11
月
20

日
に
は
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
が
開

催
さ
れ
本
大
会
で
は
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
と
し
て「
力
強
い
農
業
」と「
豊

か
な
魅
力
あ
る
地
域
社
会
」 

～

ひ
と
を
育
み
、
ひ
と
と
歩
む
～ 

こ
の
実
現
に
向
け
て
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
北
海
道
が
一
丸
と
な
っ
て
実

践
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
決
議

さ
れ
、「
食
料
安
全
保
障
の
強
化

と
持
続
可
能
な
北
海
道
農
業
の

確
立
」「
Ｊ
Ａ
の
組
織
基
盤
の
強

化
と
健
全
な
経
営
基
盤
の
確
立
」

「
農
業
・
食
・
Ｊ
Ａ
へ
の
理
解
醸

成
ア
グ
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
北
海
道
」

の
併
せ
て
３
つ
の
基
本
重
点
取

り
組
み
事
項
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
中
長
期
的
な
農
政
指

針
で
あ
る「
食
料
・
農
業
・
農
村

基
本
計
画
」の
見
直
し
が
行
わ
れ

ま
す
。
世
界
的
に
は
人
口
が
増

加
し
続
け
自
然
災
害
の
発
生
リ

ス
ク
も
増
加
し
て
い
る
一
方
で
、

国
内
に
目
を
向
け
る
と
少
子
高

齢
化
に
伴
い
人
口
は
減
少
の
一

途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
農
業

し
た
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
様

に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ま
た
、
北
海
道
の
農
業
を
取

り
巻
く
情
勢
と
し
て
、
昨
年
は

一
昨
年
の
よ
う
な
長
期
間
に
わ

た
る
猛
暑
と
は
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
様
々
な
物
価
の
上
昇

を
受
け
生
産
コ
ス
ト
の
高
止
ま

り
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
厳
し

い
農
業
情
勢
で
は
あ
り
ま
す
が
、

９
月
以
降
は
天
候
に
恵
ま
れ
、

各
品
目
の
作
柄
と
し
て
は
平
年

作
並
み
か
そ
れ
以
上
の
出
来
秋

と
な
り
ま
し
た
。
士
幌
町
も
平

年
を
上
回
る
と
お
聞
き
し
安
堵

し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
農
業
協
同
組
合
法（
農
協

法
）が
昭
和
22
年
11
月
19
日
に
公

布
さ
れ
そ
の
後
全
国
各
地
で
農

協
が
誕
生
し
、
70
年
以
上
が
経

従
事
者
の
減
少
や
一
農
業
経
営

体
あ
た
り
の
耕
地
面
積
の
拡
大

な
ど
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
が

大
き
く
変
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
か
ら
の
農
業
に
は
環
境
変

化
を
的
確
に
捉
え
常
に
自
ら
を

進
化
さ
せ
て
い
く
力
強
さ
が
求

め
ら
れ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
中
で
北
海
道
農
協
政
治
連

盟
で
議
論
を
重
ね
真
の
農
民
代

表
を
国
政
へ
送
ろ
う
と
今
年
の

参
議
院
比
例
代
表
候
補
に
Ｊ
Ａ

道
北
な
よ
ろ
会
長
、
ホ
ク
レ
ン

代
表
監
事
の
東
野
秀
樹
氏
を
全

国
で
擁
立
す
る
こ
と
と
い
た
し

ま
し
た
。
国
内
に
お
け
る
食
料

安
全
保
障
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、

ま
た
そ
の
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し

て
き
て
お
り
生
産
地
と
し
て
日

本
の「
食
」を
支
え
る
た
め
、
北

海
道
農
業
の
強
み
・
魅
力
を
最

大
限
に
発
揮
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

東
野
秀
樹
氏
に
一
人
一
人
の
最

大
限
の
ご
支
援
を
宜
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

ホ
ク
レ
ン
会
長
に
就
任
し
早

い
も
の
で
４
年
半
が
経
ち
ま
し

た
。
今
で
は
、
ホ
ク
レ
ン
グ
ル
ー

プ
関
連
会
社
を
含
め
る
と
取
り

扱
い
は
２
兆
円
、
従
業
員
は

過
を
し
て
お
り
ま
す
。
農
協
法

第
１
条
に
は「
農
業
者
の
協
同
組

織
の
発
達
を
促
進
す
る
こ
と
に

よ
り
、
農
業
生
産
力
の
増
進
及

び
農
業
者
の
経
済
的
社
会
的
地

位
の
向
上
を
図
る
」と
記
さ
れ
て

お
り
、
第
７
条
に
は「
組
合
員
及

び
会
員
の
た
め
に
最
大
限
の
奉

仕
を
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」

「
事
業
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、

農
業
所
得
の
増
大
に
最
大
限
の

配
慮
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
謳
わ
れ
改
め
て
役
員
と
し
て

振
り
返
り
過
去
の
検
証
を
し
な

が
ら
将
来
に
向
け
て
進
ま
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

10
月
18
日
に
Ｊ
Ａ
全
国
大
会

が
開
催
さ
れ
全
国
の
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
が
同
じ
方
向
性
に
向
か
っ
て

い
く
た
め
に
共
通
意
思
を
表
明

し
、
主
題
と
し
て「
組
合
員
・
地

８
３
０
０
人
を
超
え
る
道
内
で

も
最
大
規
模
の
組
織
へ
と
成
長

し
て
お
り
ま
す
。
い
つ
の
時
も

士
幌
イ
ズ
ム
を
忘
れ
る
事
な
く
、

健
康
・
簡
便
・
環
境
な
ど
新
た

な
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
商
品
開
発
や

市
場
投
入
を
実
施
し
て
い
く
ほ
か
、

海
外
へ
の
輸
出
な
ど
も
含
め
た

新
た
な
市
場
開
拓
に
よ
る
販
売

戦
略
の
強
化
、
国
産
飼
料
お
よ

び
肥
料
の
推
進
、
ス
マ
ー
ト
農

業
や
Ｄ
Ｘ
化
な
ど
の
新
技
術
を

活
用
し
た
生
産
基
盤
の
維
持
強

化
な
ど
北
海
道
の
農
業
を
支
え
、

そ
の
発
展
に
向
け
、
販
売
・
購
買
・

営
農
支
援
の
三
位
一
体
に
よ
る

総
合
力
を
発
揮
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
引
き
続
き
、
ホ
ク
レ

ン
は
日
本
の
食
料
基
地
北
海
道

で［
農
と
食
の
未
来
を
担
う
組
織
］

と
し
て
、
し
っ
か
り
と
役
割
を

果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
士
幌
町
の
皆
様
に
は
、

ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
本
年

の
出
来
秋
を
皆
様
と
と
も
に
笑

顔
で
喜
び
合
え
る
こ
と
を
祈
念
し
、

年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

会
長
理
事
　
篠　

原　

末　

治

士
幌
町
農
業
協
同
組
合

2025.1・22025.1・2 2025.1・22025.1・25 4



新
年
の
ご
挨
拶

女
性
部
部
長
　
吉　

田　

こ
ず
恵

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
事
と
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
よ
り
女
性
部
の
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
ご
理
解
と
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
心

よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を
振
る
い
、
活
動
制
限
が
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
時
代
が

過
ぎ
、
今
は
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
受
け
て
、
あ
ら
ゆ

る
観
点
か
ら
の
価
値
観
が
少
し
変
化
し
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
女
性
部
と
し
て
も
よ
り

柔
軟
に
活
動
を
展
開
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
鑑
み
、
話
し
合
い
を
密
に

持
ち
な
が
ら
工
夫
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

昨
年
、
私
達
女
性
部
は 

70
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
、
盛
大
に
式
典
を
執
り
行
う
事
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
諸
先
輩
方
を
始
め
部
員
各
位
、
農
協
役
職
員
お
よ
び
関
係

機
関
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
の
賜
物
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
準
備

に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
実
行
委
員
の
皆
様
に
は
感
謝
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
歴
史
あ
る
Ｊ
Ａ 

士
幌
町
女
性
部
が
新
し
い
形
で
歩
み
を
進
め
て
行
け
る

よ
う
に
と
、
女
性
部
組
織
検
討
委
員
会
を
発
足
し
て
二
年
目
と
な
る
今
、
少
し
ず
つ
新
た
な

展
開
を
広
げ
は
じ
め
て
い
ま
す
。
多
く
の
時
間
を
費
や
し
て
熟
考
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
検

討
委
員
の
皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
連
携
を
と
り
な
が
ら
輝
か
し
い
未
来

に
向
け
て
一
歩
ず
つ
歩
み
を
進
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
の

ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
11
月
に
は
女
性
部
理
事
道
外
視
察
研
修
と
し
て
役
員
９
名
で
関
西
、
山
陰
地

方
へ
足
を
運
び
ま
し
た
。
大
阪
・
兵
庫
・
鳥
取
・
島
根
の
各
地
で
視
察
し
、
鳥
取
で
は
Ｊ
Ａ

と
っ
と
り
女
性
協
議
会
の
方
々
と
意
見
交
換
会
も
行
い
ま
し
た
。
北
海
道
を
飛
び
出
し
て
、

私
達
が
生
産
し
た
農
産
物
の
流
通
や
現
状
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
消
費
者
や
他

の
Ｊ
Ａ
の
女
性
部
の
方
と
交
流
す
る
機
会
を
も
て
た
こ
と
は
、
私
達
に
と
っ
て
非
常
に
貴
重

な
体
験
と
な
り
、
今
後
の
活
動
に
活
か
し
た
く
存
じ
ま
す
。
今
回
の
視
察
に
対
し
て
ご
理
解

い
た
だ
い
た
農
協
を
は
じ
め
、
関
係
者
の
皆
様
に
は
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
女
性
部
活
動
へ
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
組
合
員
並
び

に
ご
家
族
皆
様
の
ご
健
勝
、
各
関
係
機
関
の
ご
繁
栄
と
み
の
り
豊
か
な
一
年
に
な
り
ま
す
よ

う
ご
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
挨
拶
と
し
ま
す
。 新

年
の
ご
挨
拶

農
協
運
営
協
力
委
員
長
会
会
長
　
大　

塚　
　
　

亨

　

組
合
員
並
び
に
ご
家
族
の
皆
様
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
各
地
区
農
協
運
営
協
力
委
員
会
並
び
に
協
力
委
員
長
会
に

対
し
、
特
段
の
ご
理
解
ご
協
力
を
頂
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
改
め
て
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
元
旦
に
能
登
半
島
地
震
が
発
生
し
、
翌
日
に
は
衝
撃
的
な
飛

行
機
事
故
が
起
き
、
災
害
が
い
つ
何
処
で
起
き
る
か
解
ら
な
い
と
痛
感

し
ま
し
た
。
一
日
も
早
い
復
興
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
春
作
業
が
早
め
に
始
ま
り
作
物
は
順
調
に
生
育
し
ま

し
た
。
６
・
７
月
は
気
温
も
平
年
並
み
で
干
ば
つ
傾
向
で
し
た
が
適
度
に

雨
も
降
り
、
８
月
は
予
報
に
反
し
て
猛
暑
に
な
ら
ず
各
作
物
に
好
影
響

を
与
え
、
圃
場
間
格
差
は
あ
る
も
の
の
平
年
作
以
上
と
言
え
る
年
と
な

り
ま
し
た
。

　

酪
農
関
係
は
、
生
乳
生
産
抑
制
か
ら
解
放
さ
れ
、
幾
度
と
な
く
乳
価

改
定
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
個
体
販
売
が
低
調
で
あ
り
、
肉
牛
関
係
で
は

安
定
的
に
流
通
し
て
い
ま
す
が
輸
入
飼
料
が
高
騰
化
し
て
い
ま
す
。
農

業
全
般
に
お
い
て
生
産
費
の
高
止
ま
り
や
物
価
高
等
で
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
で
は
農
畜
産
物
の
価
格
が
上
が
る
た
び
に
、
買
い
控
え
の
報

道
が
流
れ
て
い
ま
す
が
、
農
業
を
取
り
巻
く
実
情
も
伝
え
な
が
ら
、
適

性
価
格
や
魅
力
を
伝
え
て
欲
し
い
も
の
で
す
。
私
達
は
生
産
者
で
も
あ

り
消
費
者
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
一
部
の
マ
ス
コ
ミ
報
道
に
踊
ら
さ
れ

る
事
無
く
、
何
が
重
要
で
大
事
か
見
極
め
、
生
産
者
と
し
て
も
消
費
者

に
選
ば
れ
る
様
に
自
信
を
持
っ
て
生
産
を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
各
地
区
農
協
運
営
協
力
委
員
会
は
地
域
に
寄
り
添
い
、

組
合
員
・
女
性
部
・
青
年
部
・
役
員
・
職
員
の
皆
様
と
連
携
を
密
に
し

農
協
の
本
来
の
意
義
・
本
質
を
理
解
し
、
全
利
用
に
向
け
た
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
く
所
存
で
す
の
で
、
ご
協
力
の
程
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
、
更
に
豊
穣
の
出
来
秋

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

青
年
部
部
長
　
藤　

内　

智　

也

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
年
を
ご
健

勝
に
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
青
年
部
活
動
に
対
し
て
の
多
大
な
る
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

25
年
ぶ
り
と
な
る
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
改
正
が
な
さ
れ
、
基
本
概
念
に「
食
料

安
全
保
障
の
確
保
」が
新
た
に
加
え
ら
れ
食
料
生
産
の
位
置
付
け
が
よ
り
一
層
重
要
な
も
の

と
な
り
ま
し
た
。　

　

こ
の
よ
う
な
世
相
か
ら
我
々
青
年
部
は
、
食
料
生
産
の
最
前
線
に
い
る
者
と
し
て
食
の
大

切
さ
を
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
、
今
年
度
の
青
年
部
活
動
で
は
特
に
食
農

教
育
に
注
力
を
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

士
幌
小
学
生
3
年
生
を
対
象
に
例
年
実
施
し
て
い
る
食
育
活
動
で
は
、
春
に
種
芋
を
植
え

て
、
秋
に
収
穫
す
る
と
い
う
内
容
で
し
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
生
育
段
階
が
学
べ
ず
管
理
作

業
の
重
要
性
も
学
べ
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
夏
に
芋
の
花
を
観
察
し
な
が
ら
ス
ケ
ッ
チ
を
し

て
も
ら
い
管
理
作
業
に
つ
い
て
も
学
べ
る
授
業
を
実
施
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

ま
た
収
穫
後
に
は
、
掘
り
た
て
の
芋
を
用
い
た
ふ
か
し
芋
の
試
食
会
も
実
施
し
、
そ
の
際

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は「
嫌
い
だ
っ
た
芋
を
好
き
に
な
っ
た
」「
花
が
咲
く
の
を
初
め
て
知
っ
た
」

と
い
う
声
が
聞
け
、
改
め
て
食
農
教
育
の
大
切
さ
を
知
る
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

　

我
々
農
業
者
を
取
り
巻
く
環
境
は
物
価
の
上
昇
や
、
生
産
資
材
の
価
格
高
騰
に
伴
う
コ
ス

ト
の
増
大
な
ど
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
環
境
で
は
あ

り
ま
す
が
、
諸
先
輩
方
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
情
熱
や
信
念
を
重
ん
じ
、
青
年
部
活
動
を

通
し
て
少
し
で
も
自
分
達
や
皆
様
へ
の
活
力
と
な
り
ま
す
よ
う
、
引
き
続
き
精
進
し
て
い
く

次
第
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
組
合
員
並
び
に
ご
家
族
の
皆
様
、
各
関
係
機
関
の
皆
様
に
と
り

ま
し
て
、
今
年
一
年
が
ご
健
勝
で
豊
穣
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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　本年の農協貯金の窓口業務は１月
６日（月）から仕事始めとなります。
　何卒宜しくお願い申し上げます。
　今年も貯金課では、ご来所いただ
いた方に福を呼ぶ「福鈴」を差し上げ
ます。数に限りがあり、無くなり次
第終了致しますのでご了承下さい。

　「福鈴」は、根付鈴、宝来鈴

とも呼ばれ、江戸時代元禄期ご

ろより印籠、巾着、提物等の緒

の根元につけ、粋なアクセサリー

として愛用されました。また御

身を守る、お宝を呼ぶという縁

起物で、小さな鈴の音が大きな

福を呼びそうです。

はじめが肝心はじめが肝心 初貯金初貯金

今年の干支、「巳年」生まれの
組合員を紹介します。

※ご本人の希望により掲載されていない方もおられますので、申し添えます。

と し お と こ と し お ん な

昭和昭和1616年生まれ年生まれ

昭和昭和4040年生まれ年生まれ昭和昭和5252年生まれ年生まれ

昭和昭和2828年生まれ年生まれ昭和昭和4040年生まれ年生まれ

平成平成元元年年
生まれ生まれ

宇佐見　正志 伊藤　　博 塩谷　善七 石垣　善雄 斉藤　日出雄

宇佐見　誠治足立　　茂

山岸　康明石垣　寿典

森本　英敬渡部　雅晴

高橋　良浩河田　浩美

出村　　寛名波　道明 大野　　明

木幡　義継 大塚　　亨

石田　正幸 杉山　　誠

久保田　勇 松山　一美 宗原　徳雄

増田　直樹

藤内　正樹

瀬戸　善生

沓澤　直也

山田　和宏

石垣　　昇

瀬口　真宏

嘉藤　康斗

成田　哲也

酒井　敬明

竹腰　一淳

布谷　敏明加藤　　智 佐藤 　敏明
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令
和
７
年
の
年
頭
に
あ
た
り

　
　
　
　
　
　
北
海
道
農
業
協
同
組
合
中
央
会

代
表
理
事
会
長
　
樽　

井　
　
　

功

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
々
営
農
に
更
に
邁
進
さ
れ
て
お

ら
れ
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
組
合
員
・
役
職
員
の
皆
様
が
一
丸
と
な
り
地
域
農
業
の
振
興
や
地

域
社
会
の
発
展
に
向
け
、
日
頃
よ
り
多
大
な
ご
尽
力
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

対
し
ま
し
て
、
改
め
て
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
の
北
海
道
農
業
に
つ
い
て
は
、
春
先
か
ら
天
候
に
恵
ま
れ
、
各
作
物

の
生
育
は
全
般
的
に
平
年
よ
り
も
早
く
進
ん
で
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
夏
場
は
猛
暑
・
豪
雨
に
よ
る
記
録
的
な
高
温
多
湿
の
影
響
を
受
け
、
各

作
物
等
の
収
量
お
よ
び
品
質
に
影
響
が
出
た
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

近
年
、
気
候
変
動
等
に
よ
る
自
然
災
害
の
多
発
や
栽
培
適
地
の
変
化
、
国

際
紛
争
や
急
激
な
円
安
の
進
行
に
よ
る
飼
料
・
肥
料
を
は
じ
め
と
し
た
生
産

資
材
の
高
止
ま
り
が
農
業
経
営
に
甚
大
な
影
響
を
与
え
て
お
り
、
農
業
・
農

村
を
取
り
巻
く
環
境
は
一
段
と
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
に
は
、
四
半
世
紀
ぶ
り
に
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
が
改
正
さ
れ
、

現
状
に
即
し
た
基
本
理
念
の
見
直
し
と
、「
食
料
安
全
保
障
の
抜
本
的
な
強
化
」、

「
環
境
と
調
和
の
と
れ
た
産
業
へ
の
転
換
」等
の
実
現
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

政
府
は
、
初
動
５
年
間
を
農
業
構
造
転
換
集
中
対
策
期
間
と
位
置
づ
け
、
施

策
を
集
中
的
に
実
行
す
る
と
と
も
に
、
今
年
３
月
に
食
料
・
農
業
・
農
村
基

本
計
画
を
策
定
す
る
べ
く
引
き
続
き
検
討
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
と
し
て
は
、
食
料
安
全
保
障
の
強
化
と
持
続
可
能

な
北
海
道
農
業
の
確
立
の
た
め
に
、
農
地
の
確
保
お
よ
び
適
正
利
用
の
強
化
、

食
料
・
自
給
飼
料
等
の
安
定
生
産
・
供
給
と
環
境
負
荷
軽
減
の
両
立
に
取
り

組
み
な
が
ら
、
そ
れ
を
後
押
し
す
る
力
強
い
政
策
支
援
を
求
め
て
い
く
こ
と

が
重
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
は
第
31
回
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
が
開
催
さ
れ
、「
食
料
安
全
保
障

の
強
化
と
持
続
可
能
な
北
海
道
農
業
の
確
立
」、「
Ｊ
Ａ
の
組
織
基
盤
の
強
化

と
健
全
な
経
営
基
盤
の
確
立
」、「
ア
グ
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
北
海
道
の
推
進
に
よ

る
農
業
・
食
・
Ｊ
Ａ
へ
の
理
解
醸
成
」の
３
つ
の
議
案
を
決
議
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
議
案
の
達
成
に
向
け
て
、
組
合
員
・
Ｊ
Ａ
・
連
合
会
が
一
丸
と
な

っ
て
、
生
産
現
場
の
行
動
変
容
と
組
合
員
の
意
思
結
集
に
よ
る
農
政
運
動
、

Ｊ
Ａ
の
経
営
管
理
の
高
度
化
や
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
よ
る
業
務
効
率
化
・

生
産
性
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、
消
費
者
の
皆
様
に
は
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
統
一
の
情
報
発

信
の
フ
レ
ー
ズ
で
あ
る「
ア
グ
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
北
海
道
」を
浸
透
さ
せ
る
と
と

も
に
、
効
果
的
な
情
報
発
信
に
よ
り
、
今
ま
で
以
上
に
農
業
・
食
・
Ｊ
Ａ
に

対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
提
唱
す
る「
国
消
国
産
」

の
認
知
を
広
め
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
は
巳
年
で
す
。
巳（
ヘ
ビ
）は
冬
眠
か
ら
目
覚

め
地
上
に
這
い
出
す
こ
と
か
ら
、
冬
に
根
を
は
っ
た
草
木
が
芽
を
出
し「
新

し
い
種
子
が
生
ま
れ
る
」と
い
う
意
味
が
あ
る
と
言
わ
れ
、
転
じ
て
、
巳
年

は
力
を
蓄
え
て
い
た
も
の
が
芽
を
出
す「
起
点
」の
年
、
脱
皮
す
る
特
性
と
併

せ「
再
生
と
誕
生
」を
意
味
す
る
年
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
謂
わ
れ
に
あ
や
か
り
、
本
年
が
北
海
道
農
業
の
飛
躍
の
起
首
と
な
る

こ
と
、
皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

清
遊
会
　
盛
大
に
開
催
さ
れ
る

　
11
月
26
日（
火
）ホ
テ
ル
日
航
ノ
ー
ス
ラ
ン
ド
帯
広
に
て
、
農

業
経
営
を
移
譲
さ
れ
た
組
合
員
ご
夫
妻
、
並
び
に
歴
代
農
協
役

員
、
農
協
職
員
Ｏ
Ｂ
の
方
々
が
一
堂
に
会
し
て
親
交
を
深
め
る

『
清
遊
会
』が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。『
清
遊
会
』は
、
昭
和

48
年
に
農
協
創
立
40
周
年
の
節
目
を
記
念
し
て
、
士
幌
農
業
の

基
盤
を
支
え
て
こ
ら
れ
た
先
輩
方
に
感
謝
し
ご
苦
労
を
労
う
目

的
で
開
催
さ
れ
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
以
来
２
年
に
一
度
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
途

中
の
コ
ロ
ナ
禍
を
は
さ
み
６
年
ぶ
り
に
実
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
始
め
に
、
物
故
者
へ
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
た
後
、
開
会
に
あ
た
り
國
井
組
合
長
よ
り「
６
年

ぶ
り
の
開
催
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
勢
の
方
が
参
加
し
て
下
さ
い
ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
今
の
農
業
情
勢
は
、
四
半
世
紀
ぶ
り
に
改
正
さ
れ
た
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
法
で
は
更
な
る
食
料
自
給
率
の
上
昇
を
目
指
す
こ

と
が
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
北
海
道

十
勝
は
最
大
の
食
料
生
産
基
地
で
あ
り
、
特
に
士
幌
町
農
協

は
農
畜
産
物
販
売
高
に
お
い
て
先
頭
を
切
っ
て
リ
ー
ド
し
て

い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
経
営
基
盤
を
現
代
に

残
し
て
頂
き
ま
し
た
本
日
お
集
ま
り
の
先
輩
の
皆
様
に
改
め

て
厚
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
本
日
は
美
味
し
い
料
理
や

余
興
も
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
時
間
の
許
す
限
り
楽
し
ん

で
下
さ
い
。」と
の
挨
拶
が
述
べ
ら
れ
、
そ
の
後
篠
原
会
長
か

ら
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
映
さ
れ
、
富
田
専
務
の
音
頭
に

よ
り
牛
乳
で
乾
杯
し
、
懇
親
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
各
テ
ー
ブ
ル
で
は
、
お
互
い
の
近
況
や
思
い
出
話
に
花
を

咲
か
せ
、
余
興
で
は
松
鶴
家
ぽ
ん
さ
ん
に
よ
る
ジ
ャ
グ
リ
ン

グ
シ
ョ
ー
や
マ
ギ
ー
審
司
さ
ん
に
よ
る
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
が

行
わ
れ
、
時
が
経
つ
の
も
忘
れ
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
、

話
は
尽
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
盛
況
の
う
ち
に
久
保
常
務
の

万
歳
三
唱
で
締
め
と
な
り
、
ま
た
二
年
後
に
お
元
気
な
姿
で

の
再
会
を
誓
い
合
い
、
つ
か
の
間
の
楽
し
い
ひ
と
時
を
堪
能

し
家
路
に
向
か
い
ま
し
た
。

國井組合長の挨拶

篠原会長からのビデオメッセージ耳がでっかくなっちゃった～
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Ｊ
Ａ
士
幌
町
女
性
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会（
森
本
安
里
会
長
）で
は
12
月
３
日（
火
）、
十

勝
川
温
泉
第
一
ホ
テ
ル
に
お
い
て
部
員
21
名
の
参
加
の
も
と『
冬
期
交
流
会
』を
開
催
し
ま
し

た
。

　
今
年
は
十
勝
川
温
泉
第
一
ホ
テ
ル
の
吉
田
真
二
総
料
理
長
に
よ
る
料
理
講
習
会
を
開
催
し
、

食
卓
に
お
な
じ
み
の
馬
鈴
し
ょ
と
、
長
芋
が
練
り
こ
ま
れ
た
麩「
長
芋
麩
」が
食
材
と
し
て
使

用
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　

　
講
習
で
は
、
料
理
の
要
と
な
る
お
出
汁
の
取
り
方
や
、
味
付
け
に
お
い
て
の
黄
金
比
を
伝

授
い
た
だ
き
、
総
料
理
長
の
熟
練
さ
れ
た
手
さ
ば
き
を
見
る
こ
と
も
で
き
楽
し
く
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
吉
田
総
料
理
長
か
ら
は
、「
食
事
を
作
る
こ
と
は
農
作
業
や
子
育
て
の
合
間
な
の
で
、
つ
い

つ
い
面
倒
な
仕
事
に
な
り
が
ち
。
だ
か
ら
こ
そ
、
時
短
レ
シ
ピ
で
は
な
く
、
時
に
は
ゆ
っ
く
り

時
間
を
か
け
、
自
己
満
足
で
い
い
か
ら
楽
し
ん
で
料
理
を
作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
時
の

知
識
と
し
て
、
今
日
の
講
習
会
を
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
。」と
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
講
習
会
後
は
、
第
一
ホ

テ
ル
の
会
席
料
理
に
舌

鼓
を
う
ち
、
講
習
会
で
習

っ
た
料
理
も
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
、
普
段
と
は
ひ

と
味
違
う
ラ
ン
チ
に
部

員
同
士
の
会
話
に
も
花

が
咲
き
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
士
幌
町
女
性
部（
吉
田
こ
ず
恵
部
長
）で
は
12
月
４
日（
水
）、
士
幌
町
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
士
幌
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
よ
る
事
業
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
日
常
的
に
人
と
の
交
流
が
不
足
が
ち
な
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
の
方
と
高
齢
者
ご
夫
婦
を
対
象
に
、
お
楽
し
み
会
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。

　
本
事
業
は
町
内
４
団
体
が
交
代
で
行
っ
て
お
り
、
女
性
部
で
は
昨
年
同
様
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
形
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
士
幌
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
佐
藤
弘
夫
会
長
、
Ｊ
Ａ
女
性

部
の
吉
田
部
長
に
よ
り
挨
拶
が
な
さ
れ
た
後
、
社
会
福
祉
協
議
会　
荒
田
さ
ん

よ
り
各
ゲ
ー
ム
の
内

容
が
説
明
さ
れ
開
始

し
ま
し
た
。

　
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

に
は
町
内
に
住
ま
わ

れ
て
い
る
、
一
人
世

帯
の
お
年
寄
り
や
ご

高
齢
の
夫
婦
の
方
々

約
70
名
の
方
が
参
加

さ
れ
、
参
加
者
の
皆

さ
ん
は
、
同
じ
チ
ー

ム
ご
と
に
協
力
し
合

い
、
時
に
闘
志
を
燃

や
し
な
が
ら
レ
ク
レ
ー

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
終
了
後
に
昼
食
を

お
持
ち
帰
り
い
た
だ

く
際
に
も
、
絶
え
ず

ご
歓
談
さ
れ
る
声
が

聞
こ
え
、
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
一
緒
に
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。　

Ｊ
Ａ
女
性
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会

�

冬
期
交
流
会

お
楽
し
み
会

吉田総料理長を囲んで集合写真

部員も一緒に参加！ ナイスゴール♪

素敵なロケーションでの料理講習

楽しい会話と一品一品を味わいながら

　
J
A
士
幌
町
青
年
部
理
事
会
担
い
手
担
当（
責

任
者
渡
部
嵩
史
）で
は
11
月
29
日（
金
）、
新
入

部
員
を
対
象
に
農
協
組
織
へ
の
理
解
を
深
め
知

識
と
見
識
を
広
げ
る
た
め
に
、
新
入
部
員
４
名

と
青
年
部
三
役
お
よ
び
青
年
部
理
事
会
担
い
手

担
当
者
合
わ
せ
て
９
名
出
席
の
も
と「
青
年
部

J
A
組
織
学
習
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
初
め
に
農
協
記
念
館
に
て
参
加
部
員
同
士
で

支
部
や
名
前
な
ど
の
自
己
紹
介
を
行
っ
た
後
、

農
産
部
経
済
課　
亀
山
裕
介
課
長
よ
り
農
産
物

の
加
工
事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
を
頂

き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
場
所
を
移
し
て「
食
用

馬
鈴
薯
貯
蔵
施
設
」と「
ホ
ク
レ
ン
く
み
あ
い
飼

料
十
勝
工
場
」の
２
ヶ
所
の
施
設
を
見
学
し
ま

し
た
。
普
段
な
か
な
か
目
に
す
る
こ
と
の
な
い

施
設
内
部
の
見
学
や
農
協
事
業
に
つ
い
て
話
を

聞
く
こ
と
が
で
き
、
今
後
の
士

幌
町
農
業
を
担
っ
て
い
く
部
員

の
皆
様
が
組
織
を
学
ぶ
た
め
の

良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

J
A
組
織
学
習
会
を
開
催

�

農
協
組
織
へ
の
理
解
を
深
め
る全体の集合写真

ホクレンくみあい飼料十勝工場での見学

食用馬鈴薯貯蔵施設での見学

第31回 JA北海道大会
　11月20日（水）札幌コンベンションセンターにて第31回Ｊ
Ａ北海道大会が開催され、全道のＪＡや各連合会等からオ
ンライン参加も含めて約3000人が参加しました。大会は向
こう３ヵ年の目指すべき方向を決定し、ＪＡグループの総
力を結集して決議事項の実践を図る目的で開かれており、
当組合からも役職員、青年部員、女性部員が出席しました。
　今大会ではメインテーマ『「力強い農業」と「豊かな魅力あ
る地域社会」～ひとを育み、ひとと歩む～』の実現に向け、
食料安全保障の強化と持続可能な北海道農業の確立などを
含む３件の議案が採択され、今後の JAグループ北海道と
しての活動方針が定まりました。
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12月号の正解/セイカタイ

当 選 者 発 表

●
●
●
●
●

●
●
●
●
●

さん
さん
さん
さん
さん

さん
さん
さん
さん
さん

篠原スミエ
よしだがく
亀村　智美
沓澤　　愛
中村　有吾

足立　順司
鎌田　雪菜
酒井　雄介
宇佐見直美
国井　汐音

12月号掲載問題の応募者は73名で70名が正解で
した。厳正なる抽選の結果、次の方が当選しまし
た。当選者には、組合員相談課にてプレゼントを
お渡し致します。

おめでとうございます

■別紙の応募用紙にお答え・お名前・ご住所・お電話番号を記入して下さい。
■�応募は、アスポサービスカウンター・各事業所・組合員相談課にある応募箱へ投函して下さい。
■お一人さま一口のご応募を有効とさせていただきます。
■正解者の中から抽選で10名様に、すてきなプレゼントをご用意しております。
■�プレゼントは、組合員相談課でお渡し致します。
■当選者は、次号にて掲載致します。

二重マスの文字を、A〜Eの順に並べてできる
言葉はなんでしょうか ?

CROSSWORD PUZZLE

応募締切り

1月16日
（木）

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ
コ
の
カ
ギ

クロスワードパズル

あ た ま の た い そ う

応募方法

	１	年賀状をコレから SNS などに切り替
える人も増えました

	４	サトイモの親芋のまわりにできます
	７	コートなどに用いる毛織物
	９	ここで話していても――があかないか
ら見に行こう

	10	しんしんと降り積もるもの
	11	箱根駅伝は10――、計217.1km で競
います

	13	さんずい、うかんむりなど
	15	ほうきに乗って飛べるとか
	16	10を３回かけ合わせると
	17	縁起をかついで食べる受験生もいます
	18	おせち料理に入れる紅白の食材といえ
ば

	20	チャールズ・チャップリンは――の王
様です

	21	可燃ではありません

	１	宝船の絵を枕の下に入れておくとよい
ものが見られるとか

	２	窓を開けて取り込みます
	３	カード式のホテルもあります
	５	中東の国のひとつ。首都はテヘラン
	６	きねと臼でつくもの
	８	「本の虫」と呼ばれることも
	12	七草を入れて炊くことも
	13	初詣で一年の――を祈った
	14	「見通しがきく」ことを願っておせち料
理に入れます

	15	マスカラを付けるところ
	16	脊椎動物にはあります
	17	「R がつかない月には食べるな」といわ
れる貝

	19	耳が冷えないようにイヤー ――をつ
けた

3月21日 ~4月19日

牡羊座牡羊座

今月のあなたの運勢2025

4月20日 ~5月20日 5月21日 ~6月21日 6月22日 ~7月22日

牡牛座牡牛座 双子座双子座 蟹　座蟹　座

7月23日 ~8月22日

11月23日 ~12月21日

獅子座獅子座

射手座射手座

8月23日 ~9月22日

12月22日 ~1月19日

9月23日 ~10月23日

1月20日 ~2月18日

10月24日 ~11月22日

2月19日 ~3月20日

乙女座乙女座

山羊座山羊座

天秤座天秤座

水瓶座水瓶座

蠍　座蠍　座

魚　座魚　座

1

今月の抽選者
樋口　直人さん

全体運：厳かな一年の幕開けです。
味方が多いので面倒事もクリアして
いけます。順に対処しましょう。映
画、演奏会にツキ

健康運：体の不調に気付きにくい
とき。無理はしないで

幸運の食べ物：フキのとう

全体運：運勢はスロースタート。
時間をかけて取り組めば状況に変化
が。思わぬところから助け舟も現れ
そうです

健康運：ビタミン Cをしっかり取
って風邪を予防

幸運の食べ物：キンカン

全体運：運勢に乱れが。順調だっ
たことにストップがかかるかと思え
ば、その逆も。やりやすいところか
ら手を付けて

健康運：冷えに気を付けて。スト
レッチで血行促進

幸運の食べ物：ブンタン

全体運：運勢に勢いがあり好情報
をキャッチできます。あれこれやっ
てみるといいでしょう。試行錯誤す
ると得るものあり

健康運：軽い気持ちで始めた運動
が大当たり。試してみて

幸運の食べ物：水菜

全体運：好調運です。努力が実り
活躍の機会を得られます。注目され
やすいのでおしゃれに力を入れて。
レジャーが吉

健康運：スマホやテレビはほどほ
どに。肩のストレッチが◎

幸運の食べ物：ロマネスコ

全体運：勢いはありますが油断は
禁物。手を抜かず最後までびしっと
決めましょう。合理的に考えること
も大切です

健康運：トイレは我慢しないで。
肌の保湿は入念に

幸運の食べ物：ウド

全体運：遊び心が新しい可能性を
呼び込みます。近道を選ばずに遠回
りもいいでしょう。下旬は運気が上
昇します。挑戦が吉

健康運：つい食べ過ぎてしまいがち。
よく体を動かして

幸運の食べ物：ナバナ

全体運：つまずきを感じたら変え
どき。違和感はそのままにせず向き
合ってみましょう。良い気付きを得
られます。掃除が吉

健康運：栄養バランスの取れた食
事を心がけて

幸運の食べ物：キウイフルーツ

全体運：上昇運です。状況は次第
に整ってきますから腰を据えて取り
組んで。壁を越えることでよりスゴ
技に。金運も好調

健康運：胃腸をいたわって。消化
の良い食事にツキ

幸運の食べ物：クワイ

全体運：運勢は吉凶混合。気持ち
を素早く切り替え、ポジティブに行
きましょう。チャンスをつかまえに
行く心構えが大事

健康運：突然の痛み、発熱に注意。
常備薬を確認して

幸運の食べ物：マイタケ

全体運：問題解決の兆しが見えて
います。友人や知人からの提案に目
を向けてみましょう。徐々に成果が
出始めるはず

健康運：スポーツを楽しめます。
筋トレも効果あり

幸運の食べ物：ダイコン

全体運：人気運に恵まれ運勢は良好。
方法を考えているうちに周りがやっ
てくれることも多いでしょう。流れ
に乗って

健康運：体を動かすほどリフレッ
シュ。サウナも◎

幸運の食べ物：生シイタケ

営業時間 7:00〜20:00

休 業 日 1月1日（水）

休 業 日 1月1日㈬、4日㈯、5日㈰

士幌給油所

●セルフ

お知らせ INFORMATION

営業時間 9:30〜19:00
（2日、3日は9:30〜17:00）
（6日は9:30〜18:00）

休 業 日 1月1日㈬、2日㈭、4日㈯
毎週日曜日

アスポ

ガソリンスタンド

営業時間 8:30〜18:30
●スタッフ

（3日は9:30〜17:00、6日は8:30〜18:00）
※3日はピット作業はお休みです。

（2日、3日は7:00〜17:00）

応 募 方 法　期間中、Aコープ士幌店で2,000円（税込）以上のお買
　　　　　　上げレシート1枚につきレジにて応募券を1枚進呈します。
　　　　　　※応募券に必要事項をご記入の上、店内設置の応募箱に入れて下さい。

応募締切日　令和７年１月６日㈪　店内応募箱に応募分迄

当 選 発 表　令和７年１月10日㈮頃に発表
　※当選者は店内にて発表させていただきます。
　※賞品はサービスカウンターにて引き渡しいたします。
　※ご応募いただいたお客様の個人情報は、Aコープ士幌店にて厳重に管理の上、
　　本キャンペーンのみに使用させて頂きます。
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